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論文内容の要旨

切削工具材料として使用されている TiC-Ni-Mo系サーメットは，耐摩耗性，耐溶着性及び高温酸

化抵抗において優れているにもかかわらず 靭性において WC-Co系超硬合金に劣るため，その適用

領域が制限されている。

このサーメットの靭性欠除の主原因は，焼結過程での著しい粒成長，ならびに結合相における高温

強度の不足が挙げられる。

本研究においては，サーメットの強靭化を目的として，特に効果が著しいと考えられる TiN を添加

し，その粒成長抑制原因を追求するとともに，切削特性から見た最適TiN添加量を検討し，さらにAl

の添加による結合相強化への影響を調べている。

本論文の各章を要約すると次のようになっている。

第 1 章においては， TiC-8Mo 2 C-15Ni系の炭素量を変化させ，遊離炭素を析出しない範囲で高炭

素合金にするほど，‘焼結体の粒成長が少なく，硬さ，抗折力ならびに切削耐摩耗性が向上することを

確めている。

第 2 章では， Ti (C, N)-30Mo 2 C-13Ni系について， N/(C+N) の重量比を変えた場合における組

織及び特性との関係を調べ， N/ (C+N) =0.3から成る合金が粒成長も少なく，切削における耐摩耗

性及び耐欠損性が向上することを見出している。この耐欠損性に対して，合金の熱衝撃抵抗値が比較

的に良い相関性を示している。

第 3 章においては， Ti(C O•7 • N o . 3 )-15Ni-8Mo 系につき，添加炭素量を変えて焼結した試料の硬さ，

抗折力ならびに切削耐摩耗性は第 1 章の TiC系とは異なり，添加炭素量が低くなるほど優れることを
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見出している。

第 4 章では，結合相の高温強度向上のため， Al を NiAl の形で添加したTiC-I0WC-50 (Ni+Al) 

-15Mo系サーメットの結合相には，添加Al量とともに"'('相 (Ni 3 Al) の量が増加して，焼結体の硬さ

及び切削耐摩耗性の向上にも寄与することを見出している。

第 5 章では， TiC-15Ni-8Mo系につき，上記同様川添加の影響を調べた結果， "'('相の析出による

切削耐摩耗性の向上を見出している。

第 6 章では，第 3 章と同マ系につき，酸化防止のためにAINを添加したところ， 1 %AIN添加合金

が γ'析出による硬さ及び抗折力への寄与が最も著しく，切削における耐摩耗性及び耐欠損性も一層向

上することを明白にしている。

論文の審査結果の要旨

TiC-Ni-Mo系サーメットは， (Ti , Mo) 複炭化物の生成により TiC粒子の焼結中における成長を

阻止するように工夫された切削工具材料であるが， (Ti , Mo) 複炭化物の成長が更めて靭性を損うの

で，これを防止するために，本研究ではTiC 及びAIN を添加して TiN基サーメットの強靭化を図った

ものである。得られた成果を要約すると次のようになる。

Ti (C 1- X, N ，J -Mo 2 C-Ni系焼結合金では xの増加に伴って粒子の成長が阻止され， x. が0.3で阻止

能力が飽和する。靭性もこれに対応するけれども ， x. の増加により粒子が軟化するので，切削におけ

る耐摩耗性及び耐欠損性を考慮して，粒子の適性組成を Ti (C O.7 , N O . 3 ) としている。なおNの僅かな

添加によっても，液相焼結下における Ni結合相中へのTi の溶解量が極度に減少し Moの溶解量が相

当に増加する。したがって (Ti ， Mo) 複炭化物の形成がN の添加により阻止されることを物質移動か

ら立証している。

上記の適正組成Ti (C O•7 , N O • 3 ) の粒子を使用したサーメットに約 1 wt%の AIN添加で最大の抗折

力を得ている。これは Ni結合相における Moの固溶強化と γ'相 (Ni 3 Al) の析出硬化に基づくことを

明らかにするものである。

このようにして改善された Ti(C 0.7， N o . 3 )-Ni-Mo 2 C-AIN系サーメットは耐摩耗性が高く， 強靭

であり，既に実用に供せられている。

以上の研究成果は粉末治金学の進歩に貢献するとともに，工業的に寄与する所が大きし )0 よって本

論文は博士論文として価値あるものと認める。

Q
U
 

q
δ
 
a
q
 




